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高校生男子サッカー選手における方向転換走能力の特徴 

金子憲一（徳島文理大学） 

Characteristics of change of direction running ability in youth male soccer players 

 

要旨 

本研究では，高校生男子サッカー選手の方向転換走能力の特徴を明らかにすることを目的とし

た．参加者は，高校生男子サッカー選手 8 名およびフィールド・コート競技経験のない同年代の

男子高校生 9 名であった．方向転換走の試技は，505 agility test を改変して実施した．参加者に

は，スタートラインから 15m の距離を全力で走り，素早く 180 度の方向転換を行い，再び 5m

の距離を全力で戻る試技を行わせた．計測には，レーザー方式距離計測装置を用い，方向転換走

中の加速，減速の経時的な速度変化を明らかにし，各局面の変数を比較した．その結果，高校生

男子サッカー選手は，フィールド・コート競技経験のない同年代の男子高校生と比べて，方向転

換直前のブレーキ力が優れていることが明らかとなった． 
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1．はじめに 

サッカーやラグビーなどに代表されるフィ

ールド・コート競技では，対峙する相手をか

わす，抜き去る，または，相手の動きに反応

する際など，前方への直線的な走動作よりも，

左右または後方など，様々な方向への方向転

換走が要求される(Green et al., 2011；岡本, 

2015；Sayers, 2000)．例えば，バスケットボ

ールでは，試合の中で，2 秒に 1 回の割合で

方向転換が行われ(McInnes et al., 1995)，フ

ィールドホッケーの試合では，直線走の約 2

倍の頻度で方向転換走が行われていると報告

されている(Spencer et al., 2004；Spencer et 

al., 2005)．そのため，フィールド・コート競

技選手による素早い方向転換走は，競技パフ

ォーマンスにおいて重要な能力(以下「方向転
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換走能力」と呼ぶ)であると考えられる．また，

フィールド・コート競技選手は，日頃のトレ

ーニングや試合中において，方向転換走を高

い頻度で行っているため(Bloomfield et al., 

2007)，方向転換走能力が，フィールド・コ

ート競技をしていない人と比べて，優れてい

ることは容易に想像ができる． 

フィールド・コート競技選手の方向転換走

能力を評価する手段として様々な方法がある．

例えば，Illinois test は，直線走と配置した

コーンを旋回する動作が含まれ，L-Run test

では，直線走と 90 度のカッティング動作が

含まれ，T-test では，直線走，サイドステッ

プ ， バ ッ ク ス テ ッ プ 動 作 が 含 ま れ る

(Semenick, 1990)．また，アメリカンフット

ボール選手の評価に多く用いられる Pro 

agility test，ラグビーやサッカー，または，

バスケットボールの評価に多く用いられる

505 agility test では，直線走と 180 度の方向

転換動作が含まれる(Carling et al., 2009 

Australian Sports Commission, 2000)．この

ように，フィールド・コート競技選手の方向

転換走能力の評価方法は多く存在するが，評

価方法によって，直線走，移動方法，方向転

換動作，角度，回数などが異なるため，指導

者は，競技特性に応じて適切に評価方法を選

択する必要がある．また，方向転換走には，

加速，減速といった変数が存在する．一般的

には，これらの局面を含むすべての計測時間

が方向転換走能力の評価となる．しかし，フ

ィールド・コート競技選手の方向転換走能力

には，どのような特徴があり，どのくらい優

れているのかを明らかにするには，計測時間

のみの評価だけでは困難であると考えられる． 

そこで，本研究では，フィールド・コート

競技選手として，高校生男子サッカー選手

(Soccer 群：以下 SOC)を対象に，方向転換走

中の加速，減速の経時的な速度変化を捉え，

高校生男子サッカー選手の 180度の方向転換

走能力の特徴を明らかにすることを目的とし

た．その際，フィールド・コート競技経験の

ない同年代の男子高校生(Cotrol 群：以下

CON)を比較対象とし，方向転換走中の各局

面の変数をSOCとCONで比較をすることと

した． 

 

2．研究方法  

2.1．参加者 

参加者は，児童期からサッカーを継続的に

プレーしている高校生男子サッカー選手 8 名
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(年齢：17.0±0.6 歳, 身長：169.9±7.0cm, 体

重：60.2±8.9kg)であった．また，比較対象

として，これまでにフィールド・コート競技

経験のない同年代の一般高校生男子 9 名(年

齢：17.4±1.2 歳，身長：170.9cm，体重：53.3

±6.0kg)が本研究に参加した．参加者には，

事前に文書にて目的，方法，実験の危険性お

よびデータの管理方法等について十分に説明

し，インフォームドコンセントを書面で行い，

参加者から実験参加の同意を得た．なお，本

研究は，日本体育大学倫理審査委員会の承認

を得て実施した． 

 

2.2．実験デザイン  

方向転換走の試技は，体育館内にある室内

走路で行い，計測時のシューズは，参加者が 

それぞれ持参したトレーニングシューズを用 

いた．方向転換走の計測は，Draper and 

Lancaster (1985)の 505 agility test を改変 

した(図 1)．まず，基準となる 0m 位置から 

 

 

 

 

 

10m手前の位置(－10m位置)をスタートライ

ンとし，0m 位置から 5m 前方をカッティン

グライン(参加者の足が方向転換の際に触れ

るライン)とした．参加者には，スタートライ

ンからカッティングラインまでの 15m を全

力で走り，素早く 180 度の方向転換を行い，

再び 0m 位置(フィニッシュライン)まで全力

で戻るように指示した． 

方向転換走の計測は，先行研究(Hader et 

al., 2015；金子ほか, 2015)と同様にレーザー

方式距離計測装置 (LDM 300C SPORT：

JENOPTIK 社製，100Hz：以下 Laveg)を用 

いた．Laveg は，スタートラインより，さら

に 10m 後方に構え，三脚で Laveg のレンズ 

の計測焦点を，参加者の体幹部の高さに合わ

せるように 100cm の高さで固定した．測定検

者は，参加者のスタートから方向転換を含む

ゴールまでの移動を，Laveg のレンズ内の計 

測焦点に参加者の体幹部を合わせるようにし

て計測した．参加者には，出来るだけ回り込 
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むような動作にならずにカッティングライン

に利き足（本研究では競技中にボールを主に

扱う方の足と定義した）を触れさせて，素早

く方向転換を行うように指示した．この時，

参加者のシューズがカッティングラインに触

れたか否かについては，カッティングライン

側方に測定検者を配置して目視し，確認が困

難な場合には，設置されたビデオカメラで確

認した．2 回の試技を行いタイムの速い方を

記録とした． 

 

2.3．データ分析 

方向転換走の区間分けについて，①スター

トから参加者の最大速度が計測された位置ま

での区間をアプローチング区間とし，その区

間の通過時間をアプローチング時間とした．

次に，②最大速度が計測された位置から参加

者の足がカッティングラインに触れ，計測部

位である体幹部の速度がプラスからマイナス

に切り替わる時点までの区間を減速区間とし，

この区間を減速時間とした．さらに，③方向

転換後の参加者の体幹部の速度が，プラスか

らマイナスに変わる時点からフィニッシュラ

イン(0m 位置)までを加速区間とし，この区間

を加速時間とした．最終的に，①②③すべて

の合計タイムを方向転換走時間と定義した

(図 1，2)． 

分析について，Laveg から距離データを収

集し，時間－距離データを Microsoft Excel

上に取り込み，疾走距離及びタイムを算出し

た．また，金高(1999)の方法を参考に 1Hz の

ローパスフィルター(4 次のバターワース型)

を用いて平滑処理を行い，平滑した時間－距

離データを時間微分(▵t：1/100sec)することに

より速度データを算出した．最大速度発生位

置手前の－2m 位置から方向転換後の 0m 位

置までの各位置の速度の平均値を算出した．

さらに，最大速度が計測された位置を最大速

度位置，方向転換後の 0m 位置通過速度をゴ

ール時速度とした．  

 

2.4．統計処理  

SOC と CON の各変数の比較について，す

べての変数は平均値±標準偏差で示した．

SOC と CON における変数の比較は，対応な

しの t 検定を用いた．また，SOC と CON に

おける各位置の速度の平均値の比較には，グ

ループ(SOCとCONの2水準)と位置(−2mか

ら 4m，さらに，4m から 0m までの 12 水準）

を要因とする二要因の分散分析により検定し，
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交互作用が有意な場合には，単純主効果の検

定(Bonferroni)を行った．加えて，方向転換 

走時間と各変数との関係を検討するために，

ピアソンの積率相関係数を求めた．解析ソフ

トウエアは，SPSS Statistics ver. 22.0 (IBM

社製)を用いた．いずれの検定においても，危

険率 5%未満をもって有意とした． 

 

3．結果   

SOCとCONの身体的特徴を比較した結果，

年齢，身長，体重ともに，SOC と CON にお 

いて有意な差は認められなかった(表 1)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 には，スタートからゴールまでの時間 

を正規化した方向転換走中の経時的速度変化

を示した．その結果，SOC，CON ともに，

スタートから 40%付近で最大速度に達し，

70%付近で方向転換を行っていた． 

方向転換走時間は，SOC が有意に速かった．

また，試技の 1 回目と 2 回目の変動係数は，

SOC で 0.01，CON では 0.02，級内相関係数

は，SOC が 0.80，CON が 0.73 であった(表

2)． 

方向転換走における各変数の比較をした結

果，SOC の減速時間，加速時間は CON より 
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も有意に短く，さらに，SOC の最大速度，ゴ

ール時速度は，CON よりも有意に高い速度

を示した．しかし，アプローチング時間，最

大速度位置については，有意な差は認められ

なかった(表 3)． 

表 4 には，グループ(SOC と CON の 2 水

準)と位置(−2m から 4m，さらに，4m から 

0m までの 12 水準）を要因とする二要因の分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散分析の結果を示した．まず，－2m から 1m

位置までの速度は，SOC が CON よりも有意

に高い速度を示したが，方向転換直前の 3m，

4m 位置では，わずかに速度が逆転した．ま

た，方向転換後の4mと3m位置においても，

CON が SOC よりも高い速度を示したが，1m，

0m 位置では，再び，SOC が CON よりも有

意に高い速度を示した(表 4)．計測部位である
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体幹部の速度がプラスからマイナスに切り替

わる速度転換(停止)位置では，CON は SOC

よりもカッティングラインに有意に近い位置

で記録された． 

表 5 には，最大速度を 100%とした各位置

の相対速度を示した．その結果，方向転換直

前の 2m から 4m 位置，方向転換後の 4m か

ら 2m位置ともにCONがSOCよりも有意に

高い相対速度を示した(表 5)． 

表 6，7 には，SOC と CON の方向転換走

時間と各変数との相関関係を示した．SOC で

は，方向転換走時間と減速時間を除く全ての 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変数との間に相関関係が認められた．一方，

CON では，アプローチング時間，加速時間

および最大速度のみ，方向転換走時間との間

に相関関係が認められた． 

 

4．考察  

本研究では，方向転換走中の加速，減速の

経時的な速度変化を明らかにし，各局面の変

数をフィールド・コート競技経験のない同世

代の高校生と比較をすることで，高校生男子

サッカー選手の方向転換走能力の特徴を明ら

かにすることを目的とした． 
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Lavegから算出した方向転換走時間の再現

性について，SOC と CON の変動係数は 0.01

から 0.02，級内相関係数は 0.73 から 0.80 で 

あった．級内相関係数は，0.7 以上で良好な

テストであるとされる(桑原ほか，1993)．ま 

た，Laveg を用いて方向転換走能力を捉える 

ことが可能か否かについて，測定方法の妥当

性については，すでに，先行研究において検

討されている(金子ほか，2015)．それらの報

告によると， Laveg と光電管それぞれから

算出した計測時間の相関分析では，r=0.93 と

高い正の相関関係が示されており，したがっ

て，我々は，Laveg を用いて個人の方向転換

走能力を評価することは，大方，可能であろ

うとの見解を持っている．しかしながら，測

定検者は，方向転換走の計測について十分に

経験を積んでいたものの，方向転換の際の計

測精度(参加者の体幹部の計測焦点が反転し

ていくこと)に関しては，個々人の差は少なか

らずあり，本研究では，方向転換動作につい

て詳細に言及することはできない．したがっ

て，ここからは，本研究の限界を示したうえ

で，高校生男子サッカー選手の方向転換走能

力について考察していくこととする． 

SOC と CON において，スタートから最大

速度までのアプローチング時間に差は認めら

れなかったが，SOC は，CON よりも高い最

大速度を示し(図 2，表 3)，短い距離の中で高

い速度を発揮することができる高い加速力を

有していると推察される．一方，最大速度以

降の減速区間では，SOC が CON よりも有意

に短い時間を示した．加えて，－2m から 2m

位置では，SOC が CON よりも高い速度を示

したが，方向転換直前の 3m，4m 位置では，

SOC と CON の速度がわずかに逆転し(表 4)，

さらに，速度転換(停止)位置では，CON は

SOC よりもカッティングラインに近い位置

で記録された(表 4)．これらのことに鑑みると，

CON は SOC よりも，減速から速度転換(停

止)までに時間がかかったと推測できる． 

また，方向転換後の 4m，3m 位置において

も，CON が SOC よりも有意に高い速度を示

した．このことは，前述の通り，CON が減

速から停止までに時間がかかったことが関係

していると考えられる．すなわち，CON は，

最大速度位置から計測部位である体幹部の速

度がプラスからマイナスに切り替わる位置ま

での時間とその位置間の距離が延長したため，

再加速の際，今度は，体幹部の速度がほぼ停

止した位置から 4m 位置までの距離も SOC
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と比較して CON の方が長くなることになる．

そのため，CON は SOC よりも 4m 位置まで

の加速に費やすことができる距離が長くなり，

このことが，SOC よりも CON の方が方向転

換後の 4m，3m 位置において有意に高い速度

を示した要因の一つであると推察される．し

かし，その後，SOC は方向転換後の 1m 位置

以降で高い速度を示したため，結果的に，ゴ

ール時速度において逆転したと考えられる． 

表 5 には，最大速度を 100%の速度とした

各位置の相対速度を示した．2m から 4m 位

置までの相対速度をみると，SOC の 82.3%，

70.4%，51.3%に対し，CON は，87.5%，76.5%，

57.0%と，CON の方が高い相対速度を示した．

このことについて，SOC の方が CON よりも

速度の高低差が大きいことを示したことは，

フィールド・コート競技選手の特徴の一つか

もしれない．例えば，加速から減速への速度

転換の際には，身体に自体重の 1.7 から 4.2

倍にも達する力がかかることが報告されてい

る(Barnes et al., 2007；Sato et al., 2009；

Stolen et al., 2005；Wallace et al., 2010)．

つまり，フィールド・コート競技選手は，常

に加速や減速が繰り返される中で，パフォー

マンスを発揮しているため，加速や減速，す

なわち，ダッシュ力やブレーキ力が，日頃の

トレーニングや試合において養われていると

推察される． 

方向転換走時間と各変数との相関関係をみ

てみると，SOC では，アプローチング時間と

加速時間との間には正の相関関係が認められ

た．一方，減速時間とは相関関係が認められ

なかったが，CON とは異なり，負の相関係

数を示したことは興味深いことであった．加

えて，アプローチング時間と減速時間との間

に負の相関関係が認められた(表 6)．つまり，

SOC の中で，方向転換走時間に優れる選手は，

スタートから最大速度までのアプローチング

時間が短いため，結果的に，減速区間では，

最適な方向転換実行のための準備に時間をか

けることができたのかもしれない．一方，

CON の方向転換走時間は，アプローチング

時間，加速時間および最大速度との間に相関

関係が認められたが，SOC のようなアプロー

チング時間と減速時間との間に相関関係は認

められなかった． 

本研究では，方向転換走における加速，減

速の経時的な速度変化を明らかにし，高校生

男子サッカー選手における180度の方向転換

走能力の特徴を明らかにすることを目的とし
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た．その結果，SOC は，CON と比較して短

い距離において高い加速力を有していること

が示唆された．また，SOC は CON よりも有

意に高い最大速度を示したが，方向転換直前

の相対速度では，CON よりも有意に低い相

対速度を示したことは，フィールド・コート

競技選手の特徴の一つであると考えられる．

例えば，Hader et al. (2015)は，本研究と同

じ Laveg を用いて，方向転換角度の異なる方

向転換走において減速局面の速度を調べた結

果，極端な減速は，方向転換，さらには，方

向転換後の加速を遅らせる可能性があると指

摘している．また，Hewit et al. (2013)は，

180 度の方向転換走について，減速局面のス

トライドの長さや頻度および姿勢調整は，方

向転換で失われる時間(減速から停止まで)を

最小限に抑えることができると述べている．

つまり，SOC と CON における方向転換直前

の相対速度における高低差は，方向転換コン

トロール(ストライドの長さや頻度および姿

勢調整)の巧拙を表している可能性があり，こ

のことは，方向転換後の再加速にも影響を及

ぼしているかもしれない．すなわち，SOC は

CON と比較をして，方向転換直前の速度調

整の能力，すなわち，ブレーキ力が優れてい

ることにより，このことが，SOC の減速時間

と加速時間が CON よりも有意に短い要因の

一つであると推察される． 

サッカーのプロ選手になれるような選手は，

試合中における“判断の早さ”や“ターンの

速さ”が強調されるが，単純に直線的な加速

能力も高いとされる．加えて，プロ選手は，

下のカテゴリーの選手と比べて，大腿部の筋

断面積が大きいことが報告されている(星川, 

2009)．本研究では，高校生男子サッカー選

手の方向転換走能力について検討したところ，

方向転換直前のブレーキ力に特徴がみられた

が，大学生あるいはプロ選手などは，大腿部

の筋断面積が大きいなどの影響から，より大

きなブレーキ力を発揮できるのではないかと

予想される． 

なお，本研究では，高校生男子サッカー選

手を対象として 180度の方向転換走能力の研

究を進めたが，フィールド・コート競技でも，

テニスやバレーボールなどの陣を区切るネッ

トが存在する競技と，サッカーやバスケット

ボールなどの対人型球技スポーツでは，競技

で求められる方向転換走能力は異なると考え

られる．したがって，本研究の結果が，すべ

てのフィールド・コート競技の方向転換走能
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力の特徴を示せたわけではないことを追記し

ておく． 

 

5．結論  

本研究では，高校生男子サッカー選手の

180 度の方向転換走能力の特徴を明らかにす

ることを目的とした．方向転換走中の加速，

減速の経時的な速度変化を明らかにし，各局

面の変数について比較をした結果，高校生男

子サッカー選手は，方向転換直前のブレーキ

力が優れていることが明らかとなった．  
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